
中小企業のＩＴ活用支援策

令和２年11月

中小企業庁
技術・経営革新課



経営課題整理の支援
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 専門家が課題を整理し、支援機関等を紹介。

 ワンストップ窓口機能を提供。
よろず支援拠点
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経営課題について相談したい

最寄りのよろず支援拠点までご相談ください。

右のQRコードよりご確認いただけます。
https://yorozu.smrj.go.jp/

https://yorozu.smrj.go.jp/
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 専門家との3回の面談を通して経営課題・業務課題を
整理・見える化

 IT活用の可能性を無料でご提案

ＩＴ経営簡易診断

ＩＴ導入に向けて課題を明確化したい

お近くの中小機構にお問合せください。

お問合せ先は以下URLまたは右のQRコードよりご確認下さい。
https://www.smrj.go.jp/sme/enhancement/diagnosis/index.html



情報収集の支援

4



 最適なツールを見つけられるプラットフォーム

厳選された

169 アプリが登録

ここからアプリ
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中小企業にとっておすすめのアプリを知りたい

以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://ittools.smrj.go.jp/



 最適な支援者を見つけられるプラットフォーム

要件を満たす

761 者を経産大臣認定
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スマートSMEサポーター

※ 中小企業の生産性向上に資するITツール
を提供するITベンダー等を「情報処理支
援機関（スマートSMEサポーター）」と
して認定。

誰に相談すれば良いのか知りたい

以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://smartsme.go.jp/
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ウェビーキャンパス  中小企業大学校のオンライン研修

研修を受けたい

以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://webeecampus.smrj.go.jp/
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ちょこっとゼミナール
 １０分程度の簡易動画

短時間のセミナーを受けたい

以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://chokozemi.smrj.go.jp/
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ミラサポPlus（事例ナビ） ここからアプリ（導入事例）

IT導入補助金
（ITツール活用事例）

※動画もあります。

ＩＴ導入の成功事例を知りたい



導入の支援
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ものづくり補助金
中小企業等による新商品・サービス開発、プロセス改善のための設備投資等を支援

補助上限（原則）1,000万円、補助率 中小 1/2 小規模 2/3 

持続化補助金
小規模事業者等による販路開拓等を支援

補助上額 50万円、補助率 2/3

IT導入補助金
中小企業等によるバックオフィス効率化等のためのＩＴツール導入を支援

補助上限 450万円、補助率 1/2

 ３つの補助金を用意。通年公募を実施。競争率が上昇中。

一定の事業計画が必要。補助率又は補助上限額を引き上げたコロナ特別枠あり。
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ＩＴ化に使える補助金は？



グローバル展開型
海外事業の拡大・強化を目的とした新商品・サービス開発、プロセス改善のための

設備投資、海外旅費等を支援

補助上限 3,000万円、補助率 中小 1/2 小規模 2/3 

ビジネスモデル構築型
30者以上の中小企業の革新的な事業計画策定を支援

補助上限 1億円、補助率 未定

ものづくり補助金の特別な類型も

 通年公募していないが、多様なニーズにお応えするため、様々な類型を用意。
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詳細は、下記ポータルサイトからご確認ください。
（中小機構・生産性革命推進事業ポータルサイト）
https://seisansei.smrj.go.jp

https://seisansei.smrj.go.jp/


●中小企業のビジネスモデル構築・事業計画策定を支援。

ものづくり補助金 事務局
（全国中小企業団体中央会）

【事業スキーム】

プログラム実施企業・団体
（金融機関、大企業、一般社団法人、商工会議所等を含む）

【想定されるプログラムの例】

補助
（上限１億円）

● ● ●

30者以上の中小企業が、それぞれの特性にあった
ビジネスモデル・事業計画を策定

（事業終了後、各計画の実行をフォローアップ）

自立化が見込まれる
支援プログラムを提供

デザインキャンプ
（中小企業とデザイナーが協
働して新製品開発するプログ

ラム等）

面的デジタル化支援
（中小企業のDXを支援する

新規事業等）

ロボット導入FS
（ロボットや３Ｄプリンタ等
を用いたビジネスモデル転換

を試行等）

海外展開FS
（市場ニーズ調査を経て新製
品開発するプログラム等）
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ものづくり補助金「ビジネスモデル構築型」



企業間連携型
複数の中小企業等がデータを共有し、連携体全体として新たな付加価値の創造

や生産性の向上を図るプロジェクトを最大２年間支援。（連携体は５者まで）

補助上限 2,000万円／者、 補助率 中小 1/2 小規模 2/3

小規模事業ビジネスモデル構築型
幹事企業等が主導し、小規模事業者等１０者以上のビジネスモデルの構築を支援。

補助上限 1億円 、補助率 2/3

サプライチェーン効率化型
幹事企業等が主導し、中小企業等による共通システムの導入等を支援。

（連携体は１０者まで）

補助上限 1,000万円／者、 補助率 中小 1/2 小規模 2/3

ものづくり補助金の高度連携促進事業

 来年度予算を要求中。
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以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2021/pr/ip/chuki_17.pdf



戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン補助金）

 ものづくり基盤技術などの研究開発、試作品開発、販路開拓への取組を一貫して支援。

 事業管理機関（公設試、民間企業など）が必要。

事業期間 2～3年度

補助上限 単年度4,500万円 ３年間の合計で9,750万円

補助率 2/3以内 ※大学・公設試等は定額で補助金総額の1/3以下

補助対象経費 人件費、旅費、機械装置等の設備備品費、消耗品費、委託費 等

製造業分野、情報技術分野の研究開発をしたい
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以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/index.html



商業・サービス競争力強化連携支援事業（サビサポ補助金）

 中小企業が連携して行う新しいサービスモデルの開発に対する支援。

事業期間 2年度

補助上限
初年度 3,000万円
※2年度目は初年度の交付決定額を上限とします。

補助率

IoT、AI等先端技術活用型 ２/３以内（※）
※IoT、AI、ブロックチェーン等を用いた事業（サービス）開発を行うことが要件

一般型 １/２以内

補助対象経費 研究員費、マーケティング調査費、機械装置等費 等

先端技術を使ってサービス分野の研究開発をしたい
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以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/shinpou/index.html



デジタル化の伴走支援
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デジタル化応援隊事業

専門家のハンズオン支援を受けたい

 中小企業のニーズに応じてＩＴ専門家をご紹介

 ＩＴ専門家の人件費を補助

以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://digitalization-support.jp/



 相談費用の一部を国が負担！
 ～3500円／時まで
 企業側は、500円以上/時の負担が必要
 IT専門家に対してお支払い

 １企業あたり累計30万円まで

 １専門家あたり累計150万円まで
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＜事業期間＞
募集： ～2021年1月末
実施期間： ～2021年2月末

デジタル化応援隊事業
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ミラサポplus

以下URLまたは右のQRコードよりご覧ください。

https://mirasapo-plus.go.jp/
会員登録して頂くと、支援策の情報
がメールで届きます。
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経営のデジタル化のために、是非
支援策を上手に活用して下さい。

ご静聴有り難うございました。


